
お申し込み方法／ご利用までの流れ

※定員に空きがある場合は年度の途中でもご利用可能です。

1 利用認定申請 洋野町役場 福祉課児童福祉係で、利用認定申請をおこなってください。

施設の見学と面談 利用認定を受けた方に、施設のご案内と利用説明をいたします。

必要情報のご提出 家庭環境や利用者情報のご記入をお願いします。

ご利用可否のご連絡 協議のうえ、利用の可否をご連絡します。

対象児童

・安心して過ごせる居場所がなく孤立してしまう子ども

・養育環境に課題がある世帯に属する子ども

・その他支援が必要と認める世帯に属する子ども など

気になることがあれば、施設までご相談・お問い合わせください。

運営法人 社会福祉法人 碧晴会

住所 〒028-7915 岩手県九戸郡洋野町種市第１９－１７１－２

電話 090-2602-7558（代表）

0194-75-3553（特別養護老人ホーム 杜の華と共通）

WEBサイト https://hekiseikai .com/

メール hiroma-re@outlook.jp

ご利用料金

対象児童 月額基本料金

洋野町の利用認定を受けた方 無料（事故補償保険や課外活動費等は実費）

上記以外の方 8,000円／月（事故補償保険や課外活動費等は実費）
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お申し込みについて

ご相談・お問合せ先

B&G財団は、日本財団と連携し、
「子ども第三の居場所」の開設・運営支援に
取り組んでいます。

FAX 0194-75-3573（特別養護老人ホーム 杜の華と共通）

子どもの居場所「ひろま～れ」

「みんなで、みんなの子どもを育てる社会」を目指します

安心して過ごせる環境

https://hekiseikai.com/


「子ども第三の居場所」では、子どもたちの

生き抜く力を育むため５つの機会を提供します。5つの機会

安心

子どもたちが安心・安全に過ごせるよう、居心地のよい環境づくりに

努めています。「ここに居ていいんだ」と思ってもらえるよう、まずは

子どもたちのありのままを受け入れることから始めています。

学習

体験

畑作業や奉仕活動、交流活動、野外活動、郷土芸能体験などを通して、

チャレンジ精神、自己肯定感、主体性、対人コミュニケーション等、「非認知

能力」を育みます。

生活習慣

子どもの中には、基本的な生活習慣が身についていないケースもみられま

す。食事、着替え、歯磨き、挨拶等の基礎的な生活習慣を整えます。また

、友達や大人との関わり方を学び、社会性を培っています。

食事

栄養バランスに考慮した温かい食事を無料で提供します。また、準備

や片付け等も子どもたちと行うことで、食の大切さ、みんなで食事する

ことの楽しさを伝えます。

「子どもの居場所 ひろま～れ」は、

子どもたちの生き抜く力を育みます

日本財団やＢ＆Ｇ財団が展開する事業で、学校でもなく家庭でもない、子どもの居場

所の事を言います。学校や役場の福祉･健康部局、企業、町民などの方々と協力し、

誰一人取り残さない地域子育てコミュニティをつくることで、「みんなが、みんなの

子どもを育てる社会」をめざすものです。現在、全国に約２８０ヵ所設置されていま

す。

ＥＬＣ（音読、音韻処理能力簡易スクリーニング検査）なども実施で

きます。また、読解力やワーキングメモリー、運動調整力など『脳力

アップ』に関する活動も行います。

●住所

施設概要

岩手県九戸郡洋野町種市19-171-2

(オーシャンビュースタジアム近く)

●利用対象者 小学生～中学生（定員20名程度）

火曜日～金曜日 14時～19時

土曜日・長期休業中 9時～15時

※種市地域は学校まで迎え有り

（大野地域は保護者の送迎が必要です）

●設備 フリースペース、学習スペース、相談室、
キッチンなど

●スタッフ 常時３名程度（学校心理士、教員免許所持者など）

＊子育てに関する保護者の方やご家族のご相談にも応じることが可能です

●開設日時

30分程度

◆ひろま～れの一日

～17:30 17:30
～18:00

学習①
(宿題等)

～19:00

夕 食
片付け、
帰りの用意

【水曜～金曜日】

【土曜日、長期休業】

自由
(読書・外遊び)

学習②
(脳力アップ)

18:00
～18:45

30分程度 9:30～ 12:00
～12:45

学習①
(宿題等)

～15:00

片付け、
帰りの用意

自由、イベント

13:00
～14:45

昼 食 自由、イベント

「子どもの居場所 ひろま～れ」は、地域の子ども

たちが安心して過ごせる居場所です。ここでは、

子どもが安心して過ごせる環境で、「自己肯定

感」や「人と社会と関わる力」、「基本的生活習

慣」、「学習習慣」など、将来の自立に向けて生

き抜く力を育む居場所となります。

信頼できるスタッフや友達と日々の時間を共有す

る中で、子どもの生活リズムが整い、学びへの意

欲も高まり、子どもたち一人ひとりの生き抜く力

が育まれます。

「子ども第三の居場所」について
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